
●股・肘・膝関節の検査と改良 

レトリーバー種は、肘や股関節に問題を抱えている犬が多いことが一般的に知られています。 

当協会では股関節について 

「エクセレント」「グッド」「フェア」「ボーダーライン」「マイルド」「モデレート」「シビア」の 7 段階

の中で評価を行っています。（OFA ＜Orthopedic Foundation For Animals＞ 基準による）。 

今までの取り組みの結果、当協会の盲導犬候補犬は、「エクセレント」と「グッド」を合わせて 90％以

上となっており、近年では股関節の弱さでキャリアチェンジになる犬は見られなくなっています。 

 

●皮膚トラブルへのアプローチ 

① 遺伝との関連について 

ラブラドールはアトピー性皮膚炎の頻発犬種として知られていますが、当協会においても、皮膚トラブ

ルやアレルギーが、身体的な理由による候補犬のキャリアチェンジにおいて高い割合を占めています。 

皮膚トラブルが生じる原因は、その犬がもともと持っている体質（遺伝）と、生活環境などの環境的な

要因が複雑に関係していると考えられます。本研究では、日常診療の記録をもとに、各犬の皮膚の強さ

をスコア化し、そのスコアから遺伝の影響について調べました。 

800 頭以上のスコアを用いて遺伝率算出用のソフトウェアにて解析を行ったところ、皮膚スコアに対す

る遺伝の影響は 2 割程度と算出されました。 

 

② 飼育環境との関連について 

当協会内の先行研究(皮膚トラブルへのアプローチ①)により、皮膚トラブルへの遺伝の影響は 2 割程度

であると算出されました。そのため、今度は遺伝以外の要因の中で何が皮膚トラブルへ影響を与えてい

るのか明らかにすることを目指しました。 

まずは近年注目されている保湿に着目しました。皮膚の水分量・油分量を測定することのできる器具を

用い、測定部位、犬種、季節、シャンプー後の保湿剤使用の有無などによって差が出るか計測しまし

た。その結果、保湿剤による差は得られませんでしたが、犬種差、季節差、測定部位による差が生じる

ことが分かりました。 

さらに他の環境的な要因について考えるため、再び日常診療の記録から皮膚の強さをスコア化し、さま

ざまな記録との関連を調べました。解析の結果、性別、哺乳中の母犬の療法食の使用歴・抗生剤の使用

歴によって皮膚スコアに違いが出る傾向が見受けられました。 

今回の研究では皮膚の強さの評価方法を変更したため、少ない頭数での解析しか行うことができません

でした。今後は多数の犬に適用でき、より正確な皮膚の強さの評価方法を検討していきます。それによ

り、犬を取り巻く環境的な要因と皮膚の強さとの関連性を明らかにし、皮膚トラブルやアレルギーの発

生を抑えていくことができると考えています。 

 


